



































性　　別 勤務年数 担当学年 勤　務　地 理科に対する意識
男 女 1～6年 7～年低学数 中学年 高学年 都市部 田園地 離島 得意 苦手 無意識







男 女 1～6年 7～年低学年 中学年 高学年
A
人数人 51 30 21 32 19 10 18 18
割合％ 59 53 72 62 56 71 60 55
B
人数人 20 16 4 9 11 3 8 8
割合％ 23 28 14 17 32 21 27 24
C
人数人 11 8 3 7 4 1 4 4
割合％ 13 14 10 14 12 7 13 12
D
人数人 1 2 0 1 0 0 0 1
割合％ 1 4 0 2 0 0 0 3
E
人数人 3 1 1 3 0 0 0 2






性　別 勤務年数 担　当　学　年 理科に対する意識
男 女 1～6年 7～年低学年 中学年 高学年 得意 苦手 無意識
A
人数人 58 38 20 34 24 11 21 20 14 9 32
割合％ 58 57 61 59 57 65 62 51 56 64 56
B
人数人 23 17 6 14 9 2 7 11 5 1 16
割合％ 23 25 18 24 21 12 21 28 20 7 28
C
人数人 13 9 4 6 7 4 5 4 6 1 6
割合％ 13 13 12 10 17 24 15 10 24 7 11
D
人数人 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0
割合％ 1 0 3 2 0 0 0 3 0 7 0
E
人数人 4 3 1 3 1 0 1 2 0 2 2
割合％ 4 5 3 5 2 0 3 5 0 14 4
F
人数人 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1




































































































性　別 勤務年数 担　当　学　年 理科に対する意識
全体
男 女 1～6年 7～年低学年 中学年 高学年 得　意 苦　手 無意識
A
人数人 67 42 25 43 24 10 22 28 14 7 43
割合％ 28 27 30 27 29 28 25 31 29 23 28
B
人数人 58 38 20 40 18 12 23 20 11 6 38
割合％ 24 ’24 24 25 22 29 26 22 22 20 25
C
人数人 33 22 11 24 9 6 7 16 7 5 19
割合％ 14 14 13 15 11 15 8 18 14 17 13
D
人数人 31 21 10 19 12 4 14 10 7 4 18
割合％ 13 13 12 12 15 10 16 11 14 13 12
E
人数人 28 18 10 18 10 5 11 9 7 5 15
割合％ 12 11 12 11 12 12 12 10 14 17 10
F
人数人 20 14 6 11 9 3 11 5 2 3 15
割合％ 8 9 7 7 11 7 12 6 4 10 10
G
人数人 4 3 1 4 0 1 1 2 1 0 3
割合％ 2 2 1 3 0 2 1 2 2 0 2
H
人数人 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1


















性　別 勤務年数 担　当　学　年 理科に対する意識
男 女 1～6年 7～年低学年 中学年 高学年 得　意 苦　手 無意識
A
人数人 48 31 17 28 20 9 15 21 15 3 30
割合％ 56 54 59 54 59 64 50 64 75 27 59
B
人数人 35 24 11 23 12 5 14 11 4 8 19
割合％ 41 42 38 44 35 36 47 33 20 73 37
C
人数人 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0
割合％ 1 2 0 0 3 0 0 0 5 0 0
D
人数人 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 2
割合％ 1 2 0 2 0 0 3 0 0 0 4
E
人数人 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 2








性　別 勤務年数 担　当　学　年 理科に対する意識
男 女 1～6年 7～年低学年 中学年 高学年 得　意 苦　手 無意識
A
人数人 54 39 15 34 20 11 19 21 13 6 31
割合％ 38 40 34 39 37 44 40 37 42 38 36
B
人数人 53 36 17 31 22 11 19 18 8 7 36
割合％ 37 37 39 35 41 44 40 32 26 44 42
C
人数人 15 8 7 10 5 2 3 7 4 0 9
割合％ 11 8 16 11 9 8 6 12 13 0 11
D
人数人 12 10 2 7 5 0 6 5 3 3 6
割合％ 9 10 5 8 9 0 13 8 10 19 7
E
人数人 5 4 1 4 1 1 0 3 2 0 2
割合％ 4 4 2 5 2 4 0 5 7 0 3
F
人数人 3 1 2 2 1 0 1 2 1 0 2



































































































































































































































































































































































































22 女 ○ O O ○ O O ○ O O ○ O 0 O O ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 97 1
30 女 ○ O ○ × ○ ○ 0 ○ × ○ O 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ O 0 94 2
27 女 O O × O X ○ ○ ○ × O ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 93 3
2 男 O O × × 0 O ○ ○ O 0 O ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ O × × ○ ○ 97 4
17 男 O ○ ○ O O ○ ○ 0 ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ 93 4
6 男 × ○ × × △ O ○ × × ○ 0 ○ ○ ○ ○ O ○ × × ○ O × ○ ○ ○ 89 6
35 女 ○ × × × ○ O ○ O ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○。 ○ × × O ○ 83 12
33 女 ○ ○ O ○ ○ ○ O × × × ○ ○ O ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 82 14
10 男 ○ ○ × × O ○ O O O × ○ ○ O × ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ ○ 81 15
20 女 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ × × O ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 81 16
9 男 O 0 ○ × ○ ○ ○ O × O 0 ○ × × O ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ 79 17
26 女 ○ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ O ○ ○ × × × × × ○ ○ O O ○ × ○ O 78 18
28 女 ○ O ○ O × ○ ○ ○ × ○ 0 0 × ○ O O ○ × ○ X O × × ○ ○ 78 19
8 男 ○ ○ ○ × O O O ○ × × O ○ × × ○ O O ○ × O ○ ○ × ○ 0 76 21
3 男 ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ O ○ ○ 0 ○ X ○ ○ ○ 70 24
16 男 ○ O × × ○ O ○ × × ○ × × × × × △ △ X × O △ × O O O 61 29
18 男 O ○ O × × × × × × × ○ O ○ ○ 0 ○ O ○ X 0 × × × △ × 58 30
29 女 O 0 X × ○ × × × × × ○ O ○ O ○ × × O O O ○ O O O ○ 57 31
12 男 × × × × × ○ △ ○ ○ △ × × × X ○ ○ ○ × X × ○ × ○ △ × 53 33
























































































10 男 ○ × × × ×一 ○ × ○ O ○ ○ ○ O × O O ○ × O O ○ O ○ O ○ 100 1
20 女 ○ ○ × O ○ ○ ○ O ○ ○ O ○ O ○ ○ O ○ 0 O O O ○ O ○ O 94 3
28 女 ○ O × × ○ ○ × ○ O ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ O O O O ○ ○ O O 93 4
35 女 ○ ○ × ○ 0 O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ O Q ○ O ○ O 93 4
17 男 O ○ × ○ O O O ○ O ○ O ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O 90 6
9 男 O ○ × × ○ ○ ○ O O ○ O ○ ○ ○ ○ ○ O ○ × × O ○ ○ × O 88 11
3 男 O ○ × ○ ○ ．○ ○ ○ 0 ○ O O O ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ O ○ O 87 12
33 女 ○ ○ × O ○ ○ ○ ○ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ 0 O ○ ○ ○ ○ O ○ O 85 17
6 男 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O 82 18
27 女 ○ ○ × O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O O ○ O O 0 ○ ○ O ○ ○ O ○ O 82 19
8 男 × × × × × ○ ○ ○ O O O ○ 0 O ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ O 0 81 20
29 女 × × × × × x × × × × ○ O O ○ ○ O ○ ○ ○ Q ○ ○ ○ ○ 0 81 20
30 女 ○ 0 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ O ○ ○ ○ 0 O O 79 22
2 男 ○ O × × 0 ○ × O 0 ○ O ○ O O O ○ ○ O O ○ ○ O O O O 77 26
22 女 ○ ○ × O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ 74 27
25 女 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ O ○ ○ O O ○ ○ O O O ○ 0 O ○ ○ ○ O 73 28
16 男 × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × 0 ○ ○ ○ O 0 ○ ○ 0 ○ ○ ○ O ○ 72 30
18 男 ○ ○ × ○ 0 O O ○ ○ ○ O o 0 ○ ○ ○ ○ O O × ○ ○ ○ ○ O 68 32
26 女 ○ ○ × × ○ × O × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 63 34




























　　均 ％ 点 ％ 点
％ 点 ％ 点 成績
位者
81 95 83 94
男 74 72．8 85 79．8
成績
位者
59 80 73 83
女 85 77．8 88 82．3 成　績
位者
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橋本・黒岩・大塚：楽しい理科授業への模索 55
にかけ，検定したところ前者は1％の有意差が認められたが，後者では認められなかった。
つまり記載の割合の差が大きくなれば，学習後のテストの得点に明らかな差がでるという
ことである。その傾向は得点別に比較した表10にもあらわれている。ここでも低得点者に
なるに従ってノートヘの記載量が少なくなっている。これらの結果は学習事項をノートに
確実に記載することができるように児童を指導すれば彼等の学習への理解力を高めること
ができるのではないかということを示唆している。しかし表7や表8の出席番号3番や25
番の児童のようにノートヘの記載が整っているにもかかわらず得点が伸びていない児童も
見られるため，記載という観点だけではなく，その利用という面からの追究も必要であろ
う。
考察
　楽しい理科学習を創造するためには，まず「よく理解できる授業」，「既習事項を確実に
身につけ，それを用いることのできる授業」の実践がなされなくてはならない。これらの
授業の実践にあたってはいろいろな方法があると考えられるが，我々は自然科学の体系的
な知識や科学の方法を自主的，積極的に獲得できる可能性を持つノートの活用に着目し，
この研究にとりかかった。ノートの機能への言及は何も目新しいことではなく，実践研究
の場では発間や板書と並んで常に問題にされてきた。そしてノートの機能などに関する報
告や書物も多く見られる（4～9）。このような状況の中であらためて理科学習におけるノート
の機能を追求することは次の2つの点から意義のあることであると考えている。
　1つは理科学習が探究過程の重視に伴って，その形態を従来のものに比べて大幅に変え
ようとしている現在，楽しく活動的な理科学習のためのノートのあり方を探る必要がある
という点，もう1つは昨今個別化学習，個性化学習という言葉に代表されるように個に応
じる学習のあり方が模索されているが，一斉学習という形態をとる限りにおいては，ノー
トの役割が非常に高くならざるを得ない（10）と考えられるため，個の能力を伸ばすノートの
あり方を追求しなければならないという点である。
　さらに今回の研究は理科学習におけるノートの機能を教師と児童の両側から分析に検討
を加えた点で従来の報告とは質を異にすると考えられる。
　さて，教師から見たノートの役割は図7にみられるように，課題を明確にする場，思考
する場，問題発見の場であり，備忘録的な面はほとんど重視されていない。これはノート
指導に関する書物の中で「理科の場合は探究過程に沿ったノートの使用を！」という文言
をよく見かけるが，全くその傾向を示していると考えられる。しかし思考や問題発見は学
級全体の理科学習の中でなされるのが原則であり，書くことによって深まる思考もあれば，
そうでない場合もある。だからノートをとる段階では，問題を再構築して自分なりの考え
を付加して表現し，それが適切でなければ友人の意見などを参考にしてもう一度表現しな
おすことが重要であり，さらにこの過程をいくつも経験することによって全体の学習が個
に還元される。これが重要なのである。そのためには綿密な板書計画が必要であると考え
られるが，図4でもわかるように板書計画をおおまかにでも立てて授業に臨んでいる教師
は半数にすぎず，残りの教師はほとんど板書計画を立てないで臨んでいる。これではさき
ほど述べたノートの役割が十分に果されないのではなかろうか。特に今回の調査の中で全
ての児童は「板書されたことは全てノートに記載するようにしている」と述べていること
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や，図16で明らかなように板書事項について
はほとんどノートに記載されていたことを考
えると，ノートの活性化のためにも多くの教
師は板書の重要性を再認識するとともに，ぞ
れに本格的に取組む必要があろう。
　また教師を対象とした調査から，ノートを
探究過程に組み込んで児童一人一人の意見や
気づきなどをノートに記載させようとしてい
る姿勢や，そのために方眼ノートなどを使用
させている現状が浮かんでくるのであるが，
3学級の児童を見る限りにおいて，その教師
の意図が十分に児童に伝わっていないのでは
ないか，いやそれがかえって児童に圧力に
なっているのではないかという印象を受けた。
また自分の意見を書く時間の配当の難しさも
伺えた。例えば，予想などを書く場合，非常
に文章が乱れているのが目につく半面，漫画
A単元二
　板書事項
ほのおを調べよう
B単元：
　板書事項
自分の気付き・考え　　　　　図
もののあたたまり方
自分の気付き・考え
㊥
・
［＝コノートに書いている
囲ノートに書いていない
國ノートに途中まで書い
　ている
図16　ノート記載の内容
などのイラストの書き込みも多かった。小学校5～6年生でこのような状態なのであるか
ら，中学年，低学年の児童には，上述のようなノートの使用法は非常に難しいのではなか
ろうか。考え方や問題解決力を体得していくことは非常に大切なことであるが，それを支
える知識もおろそかにできない。この意味での知識獲得のことや，大半の児童が学習のふ
りかえりをノートを使って行うことを考えれば，正確な問題解決のサイクルをノートに残
すことは非常に重要なことである。特に昨今の教科書には問題提起と実験方法は詳しく記
述しているものの，結果や結果をもとにした考察については余りていねいな記述が見られ
ないことを考え併せると，問題発見から結論にせまるまでの「科学の方法」をノートヘ正
確に残すことは非常に価値があることであろう。
　きらに，児童一人一人の意見を記載させ，それを指導法に反映するためには毎時間のよ
うにノートを提出させ，チェックすることが最低限必要なのであるが，今回の調査からは
それも余りなされていないようである。個に対する適切な指導はまず正確に個を把握する
ことから始まるのである。教師は机問巡視の時に限らず児童一人一人のノートに充分目を
通すことを心がけるべきであろう。そうすれば今回の児童のノートの調査で明らかなよう
に，まず記載していない児童への手当がすぐにできるはずである。今回の調査によれば，
ノート記載が充分にできていない児童は，知識や科学の方法の獲得が低かったり，不安定
であったりという傾向を示した。これらの児童に対して，ノート記載が充分できるように
指導すれば彼等にとって「よくわかる授業」が誕生するはずである。もっともノートヘの
記載ができている児童であっても知識や科学の方法の獲得が低い場合もあるが，人数的に
は非常に少ない。もちろん，これらの児童に対しては記載状況よりもノートの利用方法な
どに注目してその原因を追求していかねばならないだろう。
　これらの結果からわかるように多数の教師が意図しているような機能をノートが完全に
果すためには，まず授業を計画する段階から現在の方法を見直す必要があろう。授業の展
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調査対象が少なくなってしまった。このためノート記載についての質的な高まりという点
にまで十分言及することはできなかった。さらに一つの学級や一人の児童を長期間追跡す
ることによってノートのあり方を考える必要もあると考えている。
　最後になりましたが，今回の調査にご協力いただいた長崎県下の小学校の先生方ならび
に長崎市立南陽小学校の桑岡教諭，横尾小学校の山岸教諭にはこの場を借りてお礼申し上
げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　要　　　約
　楽しい理科学習を追求する一つの方法として，「よく理解できる授業」の積み重ねが必要
であるがその一つの鍵を握るのはノート記載であると考えた。そこで教師が考えるノート
の役割を現在の実践形態と併せて，アンケート方式で調査した。次に児童にとってのノー
トの機能を浮かび上がらせるために，3学級の児童のノートを実際に点検することによっ
て分析した。
　これらの結果，教師はノートを探究過程に組みこんで機能させようとしているにもかか
わらず，児童にはそれが充分に伝わっていないこと，ノートには児童一人一人の意見が十
分に記載されていないことなどが明らかになった。
　また，ノートの機能を重視しながらも教師の大半は板書計画や授業後の評価といった一
連の流れの中でノート記載をとらえておらず，ノート記載そのものが探究的機能も備忘録
的機能も十分に果しえない中途半破な状況にあることも明らかになった。
　このため児童一人一人の意見が表現でき，それをもとに問題解決が可能になるような
ノートの機能を達成させるためには実践の根本的な見直しが必要であることを指摘した。
　さらにノート記載が充分に行わなければ知識獲得もされないことがノート記載量とテス
ト結果から明らかになり，ノート指導の一つの手がかりを握むことができた。さらにこれ
らをもとにノートの一つの形式を提案した。
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問題解決活動におけるノートの役割　初等理科教育　No9　1981初教出版
発問・板書・ノート　東洋館出版
理科学習における個別化・個性化教育　長崎大学教育学部教科教育学研究報告
号　1988
第11
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〈巻末資料〉
　　　　　　　　　　　理科のノート指導に関する調査
　下記の質問にお答え下さい。（語群があるときは
適当な語を○で囲んで下さい。いくつ○をされて
も結構です。）
1．経歴等についてお聞きします
1．氏　名（　　　　　　　　　　）
　性　　別（男・女）
2．勤務年数（　）
　現在の勤務先（　　　　　　　　）小学校
3．勤務先の環境（市街地・ベッドタウン・田園
地・離島）
4．現在担任されている学年
　　（6　5　4　3　2　1　年，理科専任）
5．理科の専任をされたことがありますか
　　（有・無）　通算（　）年　　　　　　　，
6．現在までに担任された学年とその年数
　6年（年）5年（年）4年（年）
　3年（年）2年（年）1年（年）
7．最終修了・卒業学校
　　（　　　大学　　　　学部，　　　　高校）
8．得意な分野は？（国語・算数・理科・社会・
音楽・図工・家庭・体育）
II．理科の授業についてお聞きします
1．理科の授業は（得意である・苦手である・意
識せずに行っている）。
2．その理由は？
①得意な場合
　イ．自分の知識が広が惹点が楽しい
　ロ．理科の知識を身に付けているので，それ
　　を工夫して教えられる
　ハ．理科の学習のねらうところは自分の考え
　　にあっている
　二．教材研究や授業が楽しい
　ホ．その他（　　　　　　　　　）
②苦手な場合
　イ．理科に関する知識が乏しい
　ロ．教材研究に時問がかかる
　ハ．理科の内容が進歩する速度についていけ
　　ない
　二．理科の実験や観察に関する技術に自信が
　　ない
　ホ．その他（　　　　　　　　　　）
3．理科においてはどの様な授業形態をとってい
ますか
①全体としての授業形態は？
　イ．教科書を読んだり説明したりすることが
　　中心で，実験・観察はあまり取り入れない
　ロ，教科書中心ではあるが，実験・観察をよ
　　く取り入れる
　ハ．実験・観察が中心で，教科書は確認のた
　めに用いる程度である
　二．児童の興味・関心を重視して授業を組み
　立てていく
　ホ．その他（　　　　　　　　　）
②個に対しての指導は？
　イ．理解できていない児童には発問をして補
　う
　ロ．机間巡視により理解できてない児童を指
　導する
　ハ．すべての児童が理解できるまで時間をか
　けて指導する
　二．宿題や補習で理解の進展を図る
　ホ．ノート指導によって理解の進展を図る
　へ．その他（　　　　　　　　　）
III理科の授業における板書についてお聞きしま
　す
　1．授業をするにあたって板書計画を立てます
　か？
　①板書計画は重要なのでいつも詳しく立て
　　ている
　②板書計画は重要だと思うが時間の関係上
　　おおまかに立てている
　③板書計画は重要だと思うが時問の関係上
　　立てないことが多い
　④板書計画はあまり重要だと思わないので
　　立てない
　④その他（　　　　　　　　　）
　2．どんなことを板書しますか？
　①単元名
　②その時間の課題
　③予想・仮説
　④実験・観察の方法
　⑤事短防止の注意
　⑥　実験・観察の結果
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⑦学習のまとめ
⑧その他（　　　　　　　　　　）
3　板書する理由について
①学習事項を明確に認識させるため
②学習内容を一段と正確に理解させるため
③考えの対立点を浮き出させ，思考すべき
　ことをはっきりさせるため
④これだけはどうしても押さえたい，留意
　させたいことを印象づけるため
⑤学習したことのまとめ方や，ノートの取
　り方の参考のため
⑥　これからの学習を方向付けたり，学習の
　課題をつかませるため
⑦その他（　　　　　　　　　）
4　板書する場合に気をつけていることは？
①板書のタイミングを考慮し，書く過程を
　大切にする
②子供の発言を大切にしながら，最終的に
　は簡潔な文字に整理する
③残すものと消すものを区別し，ノートと
　の関連を図る
④子供の視覚に訴えるように，文字の大き
　さ，位置，色などを工夫し変化をつけてい
　る
⑤その他（　　　　　　　　　）
IV．理科におけるノートについてお聞きします
　1．理科の学習においてノートは
　①欠かせないものである
　②そんなに必要だとは思わない
　2．その理由は？
　①学習事項を正しく記録し整理することは
　　記憶力を補うから
　②実験・観察の過程や，結果を正しく記録
　　することにより視点が焦点化されるから
　③正しい記録は思考する場を容易にしてく
　　れるから
　④学習の流れを整理することによって，新
　　たな問題を発見する場となるから
　⑤　心情や反省・意見を記録することによっ
　　て，変容の過程を知ることができるから
　⑥子供のノートをみることによって，つま
　　ずきが発見できるから
　⑦子供のノートは評価の資料となるから
　⑧その他（　　　　　　　　　　）
　3．ノートはどのような形式のものを使わせて
　いますか？
’①白紙のノート
②上半分白紙で下半分罫紙のノート
③大学ノート
④市販のワークノート
⑤学校側で作成したワークノート
⑥方眼ノート
⑦特に指定はしていない
⑧その他（　　　　　　　　　）
4　それはどのような理由で使わせています
か？
5．どんなことをノートに書かせていますか？
①単元名
②自分が疑問に思ったこと
③その時間の課題
④自分の予想・仮説
⑤　クラスの予想・仮説
⑥　実験・観察の方法
⑦事故防止の注意
⑧実験・観察の結果
⑨学習のまとめ
⑩教師の説明の要点’
⑪他の人が発表したことの要点
⑫予習・復習・宿題
⑬授業に対する感想
⑭その他（　　　　　　　　　　〉
6．どんなことに留意してノート指導を行って
いますか？
①板書事項は必ずノートに書かせる
②自分の考えを必ずノートに書かせる
③他の人の発表を必ずノートに書かせる
④実験・観察で気付いたことや，疑問点は
　必ずノートに書かせる
⑤その他（　　　　　　　　　　）
7．ノートと板書の関係について
①板書事項は必ずノートに書かせている
②板書事項を中心にしているが，自分の考
　えも書かせている
③板書事項にとらわれず，自分なりのノー
　トをつくらせている
④板書事項の中で必要なことだけをノート
　に書かせている
⑤板書計画とともにノート指導計画を立て
　ている
⑥その他（　　　　　　　　　　）
8．いつ，ノートの点検を行っていますか？
橋本・黒岩・大塚：楽しい理科授業への模索
①机間巡視をして行う
②毎時問ノートを集めて行う
③ときどきノートを集めて行う
④　しない
⑤その他（　　　　　　　　　　）
9　子供のノートをみる時の視点はどんなこと
ですか？
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
学習時項が正確に書かれているか
自分なりの考えが書かれているか
どこでつまずいているか
子供の理科に対する関心・態度はどうか
評価の資料とする
指導計画を改善するための資料にする
その他（　　　　　　　　　　）
10．子供のノートを点検した時は
　①助言や賞賛の言葉を書き加える
　②検印やサインをする
　③何か書き加える時もあれば，検印やサイ
　　ンだけのときもある
　④よく整理されてあるノートは，クラスに
　紹介する
　⑤何もしない
　⑥その他（　　　　　　　　　　）
11．最終的な評価に子供のノートを加味して
　（いる・いない）
12．ノート指導における問題点をお聞かせくだ
　さい
　①板書を写すだけのノートになりがちであ
　　る
　②子供が，おっくうがって自分の考えを書
　かない
③ノートに書かせる時間が充分にとれない
　④何を書かせてよいのかわからない
　⑤子供の発達に応じた指導が難しい
⑥ノートを点検する時間的余裕がない
⑦その他（　　　　　　　　　　）
13。ノートさせる場合に気をつけていること
　は？
①書くことに対して抵抗があり，なかなか
　記述できない子供は他教科と関連させて根
　気強く指導している
②観察したことや，確かめた事実と，自分
　の考えたこと，感じたことをはっきりと分
　　けて書く習慣を育てている
③板書事項をできるだけ最小限に留め，で
　　きるだけ児童の観察・考えなどを中心にか
　　くようにさせている
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　④ノートと板書を関連させている
⑤学習のどの場面でもノートが書けるよう
　　に学習全体にゆとりを持たせている
　⑥その他（　　　　　　　　　　〉
14．理科において書かせる，書くということを
　どのようにとらえていますか
15．ノート指導において，先生が工夫している
　点があればお聞かせ下さい。
16．ノート指導に力をいれておられる先生を紹
　介して下さい。
　御協力本当に有難うございました。研究不足の
ため充分な問を準備できず先生を悩ませたことと
思います。お許し下さい。
　最後に私の研究に対して御意見・御批判を遠慮
なくお聞かせ下さい。
本当に有難うございました。
